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市では、だれもが住み慣れた地域で、自分らしく安心して暮らせるまちづくりを進めるため、
「地域福祉計画」を策定しました。
この計画は、地域での懇談会や意識調査などをもとに、市民の皆さんと事業者、行政が協働

して作りました。計画の概要をご紹介します。
しあわせ推進課生活福祉係 244-3119問�

計画ができました

～地域福祉計画を策定した理由～
少子高齢化が進み、介護保険制度や障害者自立支援制度

など、福祉を取り巻く環境は「与えられる福祉」から「支
え合う福祉」へと大きく変わりつつあります。
地域福祉計画（平成18年度～平成22年度）は、対象者ご

とに分かれている個別の計画や施策などとも連携し、地域
社会連帯のもとで、「すべての人がその人らしく安心して生
活が送れる社会」を目指して策定しました。
この計画は、総合計画と個別の計画との中間に位置付け

られる計画で、社会福祉協議会の地域福祉活動計画とも連
携を図りながら、進めていきます。

●支え合う福祉社会へ
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地域福祉
①地域のふれあい活動を推進します
・「あいさつ・声掛け運動」を推進します。
・地域の「見守りネットワーク」づくりを推進します。
・「ふれあい・いきいきサロン」の活性化を目指します。

②健康・生きがいづくりを推進します
・地域の健康づくり活動、生きがいづくりを推進します。

③地域の支え合い活動を推進します
・地域の支え合いの仕組みづくりを推進します。
・児童、高齢者、障害者などの虐待防止に努めます。

④だれもが安心して、快適に暮らせるまちづくりを推進します
・子どもや高齢者を犯罪被害から守る活動を推進します。
・郷土愛を育

はぐく

む環境美化活動を充実し、快適な環境を維持します。

①地域福祉に対する意識と理解を高めます
・「社協ふくろい」などで、地域福祉に関する広報を充実します。
・地域行事や講演会などを通して、地域福祉の意識を高めます。
②学校や地域における福祉教育を充実します
・ボランティア体験などを通して、学校における福祉教育を充実します。
・福祉活動について気軽に学べる機会を拡充します。
③ボランティア活動を推進します
・ボランティア活動を支援し、ボランティアを育成します。
④地域福祉の担い手や団体を育てます
・介護の基礎を学ぶヘルパー養成講座などを行い、担い手を育成します。
・地域福祉推進組織を中心に、地域福祉活動の拠点づくりを支援します。
⑤地域福祉推進ネットワークを強化します
・地域福祉推進組織の連携を強化し、活性化を図ります。
・情報共有化のため、市民、事業者、行政の意見交換の場を設けます。

①福祉サービスに対するニーズを的確に把握し、対応できる仕組みをつくります
・民生委員・児童委員などにより、福祉に対する的確なニーズを把握します。
・関係団体と連携を強化し、だれもが安心して暮らせる体制づくりを進めます。

②多様な情報を分かりやすく提供します
・保健・医療・福祉サービスをまとめた冊子を作成し、サービス内容を周知します。

③利用者の立場に立ったサービスを提供します
・利用者のニーズに的確に応える福祉サービスを提供します。
・地域のボランティア活動や地域福祉活動の拠点整備に努めます。

④市民や事業者による新たな地域福祉事業を促進します
・民間事業者やNPO法人との情報交換会を行い、地域福祉への参加を促進します。

○みんながふれあい・支え合うまち

○地域福祉が活性化するまち

○福祉サービスが行き届いたまち


